
 基本的な考え方
当社グループのリスクマネジメントの目的は、主体的な取り組
みにより企業として安定した収益をあげるだけでなく、企業の社
会的責任を果たすとともに、さらなる企業価値の向上と持続的

な発展を目指すことです。あらゆるリスクに対して最適な対応策
を講じるとともに、リスク発生時において損害を最小限にとどめ
るべく、迅速かつ最善の対応を図ることを基本方針としています。

リスクマネジメント

 リスクマネジメント体制
取締役会が設置する審議委員会のひとつであるリスクマネ
ジメント委員会が当社グループのリスクを総括的に管理して
おり、リスクが顕在化した場合の緊急体制を整備し、危機対
応を図っています。リスクマネジメント委員会はリスクベース
アプローチによりリスクマップを作成し、重要リスクに主管
部門を設け、PDCAサイクルによるリスクマネジメントを実施
しています。また、特に地震、インフルエンザに対してはBCP

を設け、対策を重点化しています。

 事業等のリスク
当社グループの事業等において重要と考えているリスクは、以下の通りです。
①  為替相場および原材料国際価格の変動
②  国内外の製品市況の変動
③  地震・津波、異常気象（風水害等）、大規模な事故
④  食の安全性について
⑤  原材料の調達におけるリスク
⑥  サプライチェーンにおける環境・人権問題

⑦  海外拠点の運営に関するリスク
⑧  伝染病、感染症等（新型コロナウイルス感染症への対応）
⑨  重要な外部委託先（物流委託先）の確保
⑩  人材の獲得（育成）不足による競争力の低下および継続性のリスク
⑪  情報セキュリティ
※  詳細はホームページをご覧ください。 

https://www.nisshin-oillio.com/inv/management/risk.html

リスクマップ（当社グループの重要リスク）

当社グループでは、健全な成長と安定した企業業績のもと
で、適切な情報開示と建設的な対話により、株主・投資家の
皆さまとの良好な関係を築きながら、企業価値の向上に取
り組むことを方針としています。

　2021年度より、「ビジョン2030」ならびに中期経営計画
「Value Up +」のスタートに合わせて、IR専任部署を設置する
とともに関係部門との連携を強化し、情報開示・対話頻度の向
上と内容の充実化、情報開示の一層の強化に取り組んでいます。

IR活動によるエンゲージメント強化
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大 ③地震・津波
③大規模な事故

④品質関連（食の安全性について）
⑤原材料の調達におけるリスク
⑥サプライチェーンにおける環境・人権問題
⑦海外拠点の運営に関するリスク
⑧伝染病、感染症等

①為替相場および原材料相場の変動
②国内外の製品市況の変動
③異常気象（風水害等）

中
⑩ 人材の獲得（育成）不足による競争力の
低下および継続性のリスク

⑪情報セキュリティ
⑨重要な外部委託先（物流委託先）の確保
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